
実績値(a)基準値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

27

Ⅸ　爽やかな｢都｣をつくる

奈良モデルの実行

政策目標(KGI)

担当部局等：
知事公室､医療政策局､水循環･森林･景観環境部､
地域デザイン推進局､水道局

目標値
(達成率)

4 R 4

背景･要因等

市町村同士または県と市町村の連携･協働により､地域活
力の維持･向上等を目指す｢奈良モデル｣等に取り組んだ
ことが､満足度が向上した要因の一つと考えられます｡

97.4% R 9

テーマ (93) 市町村と連携したまちづくりの推進 責任者
地域デザイン推進局
まちづくり連携推進課長

ポイント

各テーマの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

(40.6%)
2.68

+ 0.13
2.81  ②（90～100%）2.89

3.00

評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

令和４年度の地域の活力に対する県民の満足度は昨年
度より0.05ポイント上昇し､４年連続で増加しています｡進
捗率は97.4％で､着実に満足度は向上しています｡

令和９年度までに｢地域の活力に対する県民の満足
度(自分が住んでいる地域に活気があり､魅力のある
地域になっていること)｣を3.00ポイントにします｡

H 25 R

戦略目標(KPI)
基準値 実績値(a)

進捗状況 目標値

令和６年度までにまちづくり基本計画策定地区数を
20地区にします｡

目安値(b) 進捗率(a/b) (達成率)
H 27 R 4 R 4 135.0% R 6

0
+ 21

21 15.6  ①100%以上
20

地区 (105.0%)
評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

まちづくり基本計画策定地区数は､令和４年度に４地区増
え､累計で21地区となり､令和６年度の目標(累計20地区)
を達成しました｡

背景･要因等

まちづくり基本計画については､市町村に対し､策定費用
の1/2を県が補助する財政的支援や国補助制度などの事
業メニューの紹介などの技術的支援を実施しています｡

R4年度の取組･成果

宇陀市の｢近鉄榛原駅周辺地区｣､｢宇陀松山周辺地区｣､
｢うたの古市場周辺地区｣､｢室生寺門前および室生口大野
駅周辺地区｣の４地区でまちづくり基本計画を策定しまし
た｡

関連指標 指標の動き

まちづくり基本構想策定及び基本協定締結数[累計](地区)
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

35 36 38 38

個別協定締結数[累計](事業)
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

31 35 38 45

2.89
2.92 2.90

2.93
2.97

2.96
2.96 2.97

3.01 3.02

2.68 2.70

2.62

2.69
2.73

2.69
2.72 2.73

2.76
2.81

3.00

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R9

(目標)

地域の活力に対する県民の満足度

(自分が住んでいる地域に活気があり､

魅力のある地域になっていること)

満足度平均(注2)
満足度

(年度)

(ﾎﾟｲﾝﾄ)

県民ｱﾝｹｰﾄ調査

(注1)

(注1)5段階評価

(注2)県民の生活に関する満足度調査

における全項目の満足度の平均

0 0

2

8

12

15

17

21
20

0

5

10

15

20

25

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R6

(目標)

まちづくり基本計画策定地区数［累計］

まちづくり連携推進課調べ

(年度)

(地区)
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H

R

R1年度
関連指標

市町村が連携して実施するごみ処理施設の整備に対し
て､令和４年度は計９市町村に補助を実施しました｡県から
の技術･財政支援を受け､市町村が連携して実施するごみ
処理施設の整備が進み､施設の削減につながっています｡

R2年度 R3年度 R4年度
72 89

背景･要因等

H R

テーマ (100) 市町村財政健全化･財政支援の検討 責任者
知事公室
市町村振興課長

指標の動き

ごみ処理広域化補助延べ市町村数[累計](市町村)

平成29年度にやまと広域環境衛生組合で施設統合しまし
た｡また､平成29年度に上牧町､田原本町で､平成30年度
に吉野広域行政組合で施設を廃止､令和２年度に安堵町､
明日香村で､令和３年度に広陵町で施設を廃止しました｡
(計７施設減)

R4年度の取組･成果

99 108

(達成率)

7.62

評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)
ごみ処理施設数が25施設(平成27年度)から18施設(令和
３年度)に削減した結果､１ごみ処理施設当たりの人口は､
平成27年度5.56万人から令和３年度7.4万人と増加し､進
捗率は97.1％となりました｡

+ 1.84

基準値
進捗状況

進捗率(a/b)

3 R 3 7

 ②（90～100%）
9.00

万人 (53.5%)

97.1%

7.40

目標値

5.56

責任者
環境政策課長
水循環･森林･景観環境部

27

戦略目標(KPI)
ごみ処理の広域化を進め､県内のごみ処理施設数を
平成27年度時点の25施設から令和７年度に15施設
まで削減します｡

実績値(a)
目安値(b)

テーマ (99) ごみ処理広域化奈良モデル

戦略目標(KPI)
基準値 実績値(a)

進捗状況 目標値

令和６年度までに市町村経常収支比率(市町村平均)
を全国ワースト10から脱却します｡

目安値(b) 進捗率(a/b) (達成率)

25 R 3
R6

ワースト
10からの

脱却
比
率 93.3

- 3.8
89.5

ポイント

順
位 44

+ 8
36

位

財政健全化の取組について助言を行うなど､引き続き県内
市町村の行財政改革の推進等に対する支援に取り組ん
できました｡令和３年度決算においては､地方交付税の増
加等により経常収支比率が大きく改善した結果､順位が上
昇しました｡

R4年度の取組･成果
令和２年度に複数の主要財政指標が県内でワースト５と
なった５市町に対し､特に緊急を要する財政状況にあると
して｢重症警報｣を発令しました｡令和４年度は発令された
５団体と合同勉強会等を実施しました｡市町村の財政状況
は改善基調にあり､経常収支比率が100％を上回る団体
は０となりました｡

関連指標 指標の動き

評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)
令和３年度の市町村経常収支比率(市町村平均)は前年
度より6.1ポイント改善したことで全国36位に上がり､目標
値を達成しています｡

背景･要因等

経常収支比率が全国平均より低い市町村数(団体)
H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

8 11 17 21

奈良県･市町村長サミットの開催回数[累計](回)
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

63 66 69 72

14.2

16.1

23.2

18.3

7.4 7.8

0

5

10

15

20

25

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県

ごみ処理施設当たりの人口

令和3年度一般廃棄物処理実態調査(環境省)

(万人)

目標9.0

44
(93.3)

44
(96.0)

44
(93.5)

44
(97.4)

46
(97.6) 47

(98.4)
46

(98.0)

42
(95.6)

36
(89.5)

35

37

39

41

43

45

47
H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R6

(目標)

市町村経常収支比率※(市町村平均)の

全国順位

地方財政状況調査(総務省)

(年度)

(位)

()は奈良県市町村経常収支比率

目標ライン

（ワースト10

からの脱却）

※は数値が低い方が良くなる指標です。
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